　日頃より、津幡町のＰＴＡ活動に、ご理解とご協力いただきありがとうございます。
今夏は、記録的な猛暑となり、子どもたちは過酷な環境での学校生活を送ることとなりました。そんな中、町としても全小中学校へのエアコン設置に向け調査を開始されているとのことでひとまず安堵しております。子どもたちが安全かつ安心して教育を受けられるよう、早期の環境改善に向けて、我々も協力していきたいと思います。
　さて、本日表彰を受けられる皆様、本日はまことにおめでとうございます。そして、これまで子どもたちのためにＰＴＡを支え、ご尽力下さったことを心より感謝いたします。
　最近は、ＰＴＡに一文字を足して、ＰＴＣＡという言葉も出てきます。ＰＴＣＡのＣはコミュニティの略で親と先生と地域が連携するという意味です。「子どもたちは地域で育てる」というお気持ちで、皆様には今後地域の一員として、これまで同様、子どもたちを見守っていただければ幸いです。
　それから、会場の皆様、本日はたくさんのご参加ありがとうございます。　今年はＰＴＡ連合会の創立７０周年という記念の年になります。長く続いているＰＴＡですが、最近ではＰＴＡ不要論等、ネット等で取り沙汰されています。しかし、私はＰＴＡが不要とは思いません。ＰＴＡを通じて保護者同士がつながることが大切だと思っているからです。
保護者同士がつながることで、子どもたちにも安心感がうまれてきます。
保護者同士がつながることで、小さなトラブルは保護者同士で解決できます。
保護者同士がつながることで、先生方にも安心感が生まれてきます。
先生方が安心できるということは、それだけ子どもたちに向き合うことができるということです。
そしてもう一つ、ＰＴＡの活動は「みんなで助け合い、支え合う」ことが大切だと思います。それぞれに仕事を持っている中で参加していただいているため、できないことも出てきて当然です。そんな時、何が何でもＰＴＡを優先することはないと思います。
「できる時に、できる人が、できることを」
ＰＴＡの歌にもあるように、
「みんなで一緒に！そして子どもと一緒に！」
[bookmark: _GoBack]楽しく活動を続けていければよいと思っております。
　最後に、今から３０年後の１００周年、今の子どもたちが我々と同じ世代となったときに、自分の親のＰＴＡの関わり方、取り組み方を見て、ＰＴＡが意義あるものとして受け継がれていることを願い、私の挨拶とさせていただきます。
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